平成25年度 第２回鶴岡市予防接種対策委員会　記録
日時：平成２６年３月６日（木）　
午後６時３０分～７時３０分

場所：にこふる　３階　研修室　　

出欠：☑松田 徹　　☑佐藤 洋子　☑鈴木 千晴　☑岡田 恒人　☑佐久間 正幸　☑鈴木 準
☑小野 俊孝　☑伊藤 末志　☑御橋 慶治
1． 開　会（進行：原田課長）
２．挨　拶（松田会長）
３．報　告（議長：松田会長）
（１）平成25年度 定期予防接種事業の実施状況について

１）小児の肺炎球菌感染症（事務局佐藤）
２）子宮頸がん（事務局佐藤）

３）BCG（事務局石井）
（２）平成25年度 高齢者インフルエンザ予防接種事業の実績報告について（事務局金内）
（３）平成25年度 成人の風しん予防接種費用助成事業の実施状況について（事務局佐藤）
岡田委員：風しんの抗体検査で、抗体価が一度目は基準値以上だったが、二度目は基準値より低かったという方もいる。抗体検査を省いて、一律にワクチン接種のみにした方が良いのではないか？
事務局佐藤：県の抗体検査助成事業が始まった当初、風しんが全国的に流行していて、ワクチンが足りない状況にあったため、抗体検査をし、本当に必要な方に優先的に接種していく方法がとられたという経緯がある。
岡田委員：制度的なものもあるので、仕方がないこともあるのは理解している。ただ、抗体検査もしてワクチン接種もというより、ワクチン接種のみにした方が料金的にも良いと思ってしまう。
松田会長：国の風しん予防指針はどうなっているのか？

小野委員：専門部会においてオリンピックイヤーには風しんを根絶したいとの考えではあるが、詳しくはまだ決まっていないようだ。

小野委員：風しんの予防接種を女子は２回している年代もあるが、それでも抗体価が低い方はどの位いるのか？
事務局石井：古い予防接種の記録データがないので、正確に把握するのは困難である。しかし、接種件数を見ていて考えていたより多いとは思った。
４．協　議

（１）平成26年度 定期予防接種実施計画（案）について

１）償還払いの制度の実施について（事務局佐藤）

２）平成26年度 定期予防接種委託料（案）について（事務局佐藤）

（２）成人の肺炎球菌ワクチン接種について（事務局金内）

（３）平成26年度の風しん予防接種助成事業について（事務局佐藤）
伊藤委員：県外の医療機関で接種する場合、医療機関と契約を結ぶのか？
事務局佐藤：県外での予防接種を希望する方に申請書をしていただき、実施依頼書を交付する。それを持って医療機関で予防接種を受け、費用を支払ってもらう。その後、領収書を添付して償還払いの申請をしてもらうので、契約は必要ない。
松田会長：県内の場合はどうなるのか？
事務局佐藤：県が一括で医療機関と契約をする予防接種広域実施制度があり、それで対応している。
鈴木委員：風しん予防接種助成事業の対象年齢が50歳までとあるが、その上限年齢の真意は？
事務局佐藤：国から降りてきたものであり、こちらも困惑している。特定不妊治療費助成事業の上限年齢は43歳なのに、こちらは50歳までと広すぎると思う。それを含め、検討課題を国に挙げているところである。
５．その他（事務局佐藤）
・成人の肺炎球菌

・水痘

・接種間隔の緩和

岡田委員：成人の肺炎球菌で、すでに接種を受けたことがあるものは対象外とあるが、それは自己申告によるものなのか？
事務局佐藤：現在行っている高齢者肺炎球菌助成事業においては、自己申告があった場合、医療機関に電話で確認するなどして対応している。今後の課題とし、検討していく。
松田会長：肺炎球菌ワクチンの接種拡大により、肺炎で亡くなる方が減少すれば、それにより変わっていくものも多く、波及効果が大きい事業だと思う。今後に注目していきたい。
６．閉　会

